
　１月11日の特別点検で行われた、
日出保育園と大神保育園の園児によ
る演技。
　火災予防を呼びかけた。
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戸締り用心♪火の用心♪



平成19年度

決算報告
　皆さんが納めた税金や国、県からの補助金は、皆さんがより安心
して暮らせる町づくりを進めるために使われています。

歳出総額　76億5,166万6千円 歳入総額　77億5,766万6千円

●その他　 
 0.9％ 6,679万円

●その他 1.5％ 1億1,608万6千円

●地方譲与税・地方消費税交付金 
 4.9％ 3億8,078万７千円

●国庫支出金 
 8.6％ 6億6,690万４千円

●県支出金 
 8.2％ 6億3,825万5千円

●町債 10.4％ 8億755万4千円

●地方交付税 
 18.0％ 13億9,930万2千円

●財産収入・使用料金・手数料他　
 10.0％ 7億7,779万8千円

●町税 38.3％ 29億7,095万円

●物件費　 
 9.1％ 6億9,286万3千円

●補助費等　
 13.3％ 10億1,684万9千円

●繰出金　
 13.1％ 10億38万2千円

●投資的経費
 8.3％ 6億3,517万4千円

●公債費  
 13.6％ 10億3,883万6千円

●扶助費  
 16.7％ 12億7,834万5千円

●人件費  
 25.1％ 19億2,242万７千円

一
　

般
　

会
　

計

その他の経費

投資的経費

義務的経費

依存財源

自主財源

■扶助費　社会保障費であり、町民の最
　低限の生活維持を図るためのもの。

■公債費　借金
■投資的経費　道路や公園、施設建設な
　どに要した費用。

■繰出金　一般会計から特別会計への持
　ち出し金。

■自主財源　町が自主的に収入でき
　る財源。

■依存財源　収入の源泉を国または
　県に依存しているもの。

■地方交付税　市町村間の財政格差
　をなくすために国から交付される
　もの。

■町債　町が行う事業のためにした
　借金。

■国庫･県支出金　事業を行うために
　国や県から交付されるもの。



特　別　会　計

会　計 歳　入 歳　出

国 民 健 康 保 険

簡 易 水 道

公 共 下 水 道

老 人 保 健

日出土地区画整理

漁 業 集 落 排 水

農 業 集 落 排 水

介 護 保 険

29億4,570万4千円

1,152万8千円

12億7,187万3千円

30億1,191万6千円

5,399万円

3,729万5千円

3,920万円

18億6,049万7千円

28億3,219万9千円

1,152万8千円

12億7,187万3千円

30億1,191万6千円

5,399万円

3,729万5千円

3,920万円

18億1,852万1千円

の
決
算
額
は
77
億
５
，
７
６

６
万
６
千
円
と
前
年
度
に
比

べ
３
億
６
，
８
４
５
万
９
千
円
（
４
・

５
％
）
の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

町
税
は
、
29
億
７
，
０
９
５
万
円
で
前

年
度
と
比
べ
（
９
・
５
％
）
３
億
１
，
２

４
５
万
１
千
円
の
減
少
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
所
得
税
か
ら
個
人
住
民
税

へ
の
税
源
移
譲
が
行
わ
れ
た
こ
と
な
ど
に

よ
り
、
個
人
住
民
税
が
２
億
１
，
３
０
１

万
９
千
円
増
加
し
た
こ
と
や
固
定
資
産

税
が
５
，
６
１
３
万
７
千
円
の
増
加
と

な
っ
た
一
方
で
、
法
人
町
民
税
が
５
億

８
，
８
１
０
万
９
千
円
の
大
幅
な
減
少
と

な
っ
た
こ
と
が
主
な
理
由
で
す
。

　

ま
た
、
地
方
交
付
税
で
は
、
平
成
18
年

度
の
法
人
町
民
税
が
大
幅
に
伸
び
た
こ

と
に
よ
り
、
平
成
19
年
度
の
交
付
税
は

13
億
９
，
９
３
０
万
２
千
円

と
前
年
度
と
比
べ
（
19
・

５
％
）
３
億
３
，９
４
４
万
７

千
円
の
減
少
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
に
は
、町
税
な
ど
町
が

自
主
的
に
収
入
で
き
る
財
源

（
自
主
財
源
）と
交
付
税
な
ど

国
や
県
か
ら
交
付
さ
れ
る（
依

存
財
源
）が
あ
り
ま
す
。

　

日
出
町
の
自
主
財
源
は
、歳

入
の
48
・
３
％
で
あ
り
、
残

り
の
51
・
７
％
を
国
や
県
か
ら
の
交
付
金

や
町
債
で
賄
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
行
財
政
改
革
を
進
め
、
内

部
経
費
の
削
減
や
事
務
事
業
の
見
直
し
、

行
政
組
織
の
改
変
な
ど
を
行
い
、
効
率
的

な
町
政
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
は
引
き
続
き
行
っ
て
い
か
な

け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
が
、自
立
の
ま
ち
づ

く
り
に
向
け
て
、国
道
10
号
線
の
４
車
線

化
や
内
野
地
区
周
辺
の
開
発
、内
野
深
江

港
線
の
改
良
な
ど
の
基
盤
整
備
を
行
い
、

企
業
誘
致
を
積
極
的
に
進
め
る
こ
と
で
、

自
主
財
源
の
確
保
に
努
め
て
い
か
な
け

れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

了
等
に
よ
り
、投
資
的
経
費
が
１
億
９
，

１
１
２
万
７
千
円
減
少
し
た
こ
と
な
ど

に
よ
り
ま
す
。

　

義
務
的
経
費
は
42
億
３
，
９
６
０
万
８

千
円
で
前
年
度
と
比
べ
（
５
・
１
％
）
２

億
５
８
０
万
２
千
円
の
増
加
と
な
り
ま
し

た
。

　

こ
れ
は
、
児
童
手
当
や
乳
幼
児
医
療
費

の
助
成
拡
充
、
障
害
者
介
護
給
付
費
の
増

加
が
主
な
理
由
で
す
。

　

投
資
的
経
費
で
は
、
６
億
３
，
５
１
７

万
４
千
円
と
前
年
度
と
比
べ(

23
・
１
％)

１
億
９
，
１
１
２
万
７
千
円
の
減
額
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
交
付
金
事
業
の
拡
大
や

強
い
農
業
づ
く
り
経
営
構
造
対
策
事
業
、

通
学
時
安
全
安
心
メ
ー
ル
配
信
シ
ス
テ

ム
構
築
事
業
、平
原
深
江
港
線
、笹
尾
松

ケ
鼻
線
の
道
路
改
良
事
業
、幼
稚
園
へ
の

給
食
搬
入
路
整
備
、エ
ア
ラ
イ
フ
ル
射
撃

場
の
新
築
工
事
等
を
行
い
ま
し
た
。
　

　

日
出
町
に
は
、国
民
健
康
保
険
、簡
易

水
道
、
公
共
下
水
道
事
業
、
老
人
保
健
、

土
地
区
画
整
理
事
業
、漁
業
集
落
排
水
事

業
、農
業
集
落
排
水
事
業
、介
護
保
険
の

８
つ
の
特
別
会
計
が
あ
り
ま
す
。

　

一
般
会
計
か
ら
特
別
会
計
へ
の
繰
出

金
の
合
計
は
、前
年
度
比
９
・
９
％
減
の

10
億
38
万
２
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

の
決
算
額
は
、
76
億
５
，
１

６
６
万
６
千
円
と
前
年
度
に

比
べ(

２
・
１
％)

１
億
６
，
５
７
２
万

円
の
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、大
神
小
学
校
校
舎
増
改
築
事

業
や
泉
北
大
神
線
道
路
改
良
事
業
の
完

特
別
会
計

歳
入

歳
出

まちづくり交付金事業により、整備が進む
町道日出小学校線

登下校をメールで確認。安
全安心メール配信システム



写真左上から　●消防庁長官表彰を受ける安部三郎元団長　●火の用心三唱をする安部慎太郎団長　●かわいい演技を披露
　　　　　　　する園児ら　●町長からご褒美を受け取る園児

　１月10日、平成21年日出町消防団特別点検が行われ、安部慎太郎団長はじめ
団員274人が参加しました。今年はあいにくの天気であり、日出中学校体育館
で表彰式のみの開催となりました。
　特別点検の後、日出保育園児と大神保育園児がかわいい演技を披露し、火災予
防を呼びかけました。

消
防
庁
長
官
表
彰

【
永
年
勤
続
功
労
章
】

副
分
団
長
・
・
・
・
・
・
・
帯
刀
　

均
二

消
防
庁
長
官
表
彰

 

【
永
年
勤
続
退
団
者（
勤
続
25
年
以
上
）】

団
長
・
・
・
・
・
・
・
・
・
安
部
　

三
郎

第
５
分
団
副
分
団
長
・
・
・
重
田
　
　

宏

第
６
分
団
第
２
部
部
長
・
・
阿
部
　

廣
美

第
５
分
団
第
２
部
班
長
・
・
山
本
　
　

治

 

【
永
年
勤
続
退
団
者（
勤
続
15
年
以
上
）】

第
２
分
団
分
団
長
・
・
・
・
垣
迫
　

康
資

第
３
分
団
副
分
団
長
・
・
・
仲
谷
　

修
二

第
１
分
団
第
２
部
部
長
・
・
河
野
　

一
利

第
４
分
団
第
４
部
部
長
・
・
岡
野
　

修
二

第
４
分
団
第
４
部
部
長
・
・
吉
野
　

哲
次

第
１
分
団
第
１
部
部
長
・
・
佐
藤
　
　

浩

第
１
分
団
第
２
部
部
長
・
・
河
野
　

芳
典

第
５
分
団
第
２
部
部
長
・
・
青
柳
　

豊
春

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

 

【
勤
続
章
】

分
団
長
・
・
・
・
・
・
・
・
青
柳
　

潤
治

副
分
団
長
・
・
・
・
・
・
・
山
本
　

真
二

部
長
・
・
・
・
・
・
・
・
・
阿
部
　

廣
美

団
員
・
・
・
・
・
・
・
・
・
藤
田
　

高
志

大
分
県
知
事
表
彰

 

【
消
防
功
労
章
】

副
団
長
・
・
・
・
・
・
・
・
衛
藤
　

清
隆

被
表
彰
者
は
次
の
と
お
り

（
敬
称
略
）

消防団特別点検



第
１
分
団
第
３
部
班
長
・
・
木
田
　

正
幸

第
２
分
団
第
１
部
団
員
・
・
河
野
　

謙
二

第
２
分
団
第
２
部
団
員
・
・
北
野
　

栄
治

第
３
分
団
第
３
部
部
長
・
・
大
石
　

幸
男

第
３
分
団
第
３
部
班
長
・
・
白
水
　
　

明

第
４
分
団
第
２
部
部
長
・
・
東
浦
　

健
一

第
４
分
団
第
２
部
団
員
・
・
定
平
　

壽
一

第
４
分
団
第
３
部
部
長
・
・
麻
生
　

康
弘

第
４
分
団
第
３
部
団
員
・
・
阿
南
　

吉
伸

第
５
分
団
第
１
部
部
長
・
・
工
藤
　

利
明

第
５
分
団
第
３
部
団
員
・
・
丸
尾
　

博
俊

第
６
分
団
副
分
団
長
・
・
・
日
隈
慎
一
郎

第
６
分
団
第
１
部
部
長
・
・
白
水
　

順
一

第
６
分
団
第
１
部
団
員
・
・
後
藤
　

英
樹

第
６
分
団
第
１
部
団
員
・
・
後
藤
　

将
児

 

【
永
年
勤
続
功
労
者（
10
年
以
上
勤
続
者
）】

第
１
分
団
第
４
部
団
員
・
・
末
綱
　

隆
広

第
２
分
団
第
１
部
部
長
・
・
豊
田
　

浩
史

第
２
分
団
第
２
部
班
長
・
・
藤
川
　

義
則

第
２
分
団
第
２
部
団
員
・
・
上
野
　

寛
明

第
２
分
団
第
２
部
団
員
・
・
上
野
　

新
悟

第
３
分
団
第
２
部
団
員
・
・
吉
松
　

慎
史

第
３
分
団
第
３
部
団
員
・
・
成
富
　

祥
史

第
４
分
団
第
１
部
団
員
・
・
佐
藤
　

道
智

第
４
分
団
第
１
部
団
員
・
・
竹
岡
　

裕
次

第
４
分
団
第
２
部
団
員
・
・
二
宮
　

健
一

第
４
分
団
第
３
部
班
長
・
・
丸
尾
　

弘
一

第
５
分
団
第
１
部
団
員
・
・
谷
　
　

博
幸

第
５
分
団
第
１
部
団
員
・
・
厚
田
　

和
伸

第
５
分
団
第
１
部
団
員
・
・
阿
部
　

耕
二

第
５
分
団
第
３
部
団
員
・
・
是
永
　

良
二

第
７
分
団
第
２
部
団
員
・
・
高
橋
　

哲
也

 

【
永
年
勤
続
功
労
章
】

第
３
分
団
団
員
・
・
・
・
・
藤
田
　

高
志

大
分
県
消
防
協
会
長
表
彰

 

【
永
年
勤
続
功
労
章（
35
年
以
上
勤
続
者
）】

第
６
分
団
団
員
・
・
・
・
・
阿
部
　

宏
幸

 

【
永
年
勤
続
功
労
章（
30
年
以
上
勤
続
者
）】

第
６
分
団
副
分
団
長
・
・
・
一
宮
　

秀
明

第
３
分
団
団
員
・
・
・
・
・
藤
田
　

高
志

 

【
永
年
勤
続
功
労
章（
25
年
以
上
勤
続
者
）】

第
４
分
団
分
団
長
・
・
・
・
高
原
　
　

毅

第
６
分
団
団
員
・
・
・
・
・
岩
嵜
　
　

勇

 

【
永
年
勤
続
功
労
章（
20
年
以
上
勤
続
者
）】

第
４
分
団
副
分
団
長
・
・
・
工
藤
　

勝
広

第
６
分
団
第
３
部
団
員
・
・
川
野
　

幸
登

第
６
分
団
第
３
部
団
員
・
・
盛
長
　

一
雄

第
７
分
団
第
１
部
団
員
・
・
井
上
　

勝
介

 
【
永
年
勤
続
退
団
者（
勤
続
15
年
以
上
）】

団
長
・
・
・
・
・
・
・
・
・
安
部
　

三
郎

第
５
分
団
副
分
団
長
・
・
・
重
田
　
　

宏

第
６
分
団
第
２
部
部
長
・
・
阿
部
　

廣
美

第
５
分
団
第
２
部
班
長
・
・
山
本
　
　

治

第
２
分
団
分
団
長
・
・
・
・
垣
迫
　

康
資

第
３
分
団
副
分
団
長
・
・
・
仲
谷
　

修
二

第
１
分
団
第
２
部
部
長
・
・
河
野
　

一
利

第
４
分
団
第
４
部
部
長
・
・
岡
野
　

修
二

第
４
分
団
第
４
部
部
長
・
・
吉
野
　

哲
次

第
１
分
団
第
１
部
部
長
・
・
佐
藤
　
　

浩

第
１
分
団
第
２
部
部
長
・
・
河
野
　

芳
典

第
５
分
団
第
２
部
部
長
・
・
青
柳
　

豊
春

大
分
県
消
防
防
災
対
策
協
議
会
長
表
彰

 

【
優
良
消
防
団
員
】

第
２
分
団
副
分
団
長
・
・
・
黒
谷
　

尚
実

第
５
分
団
副
分
団
長
・
・
・
青
柳
　

年
明

日
出
町
長
表
彰

 

【
優
秀
部
】

第
６
分
団
第
１
部

第
４
分
団
第
３
部

 

【
火
災
予
防
実
践
優
秀
部
】

第
７
分
団
第
１
部

 

【
優
良
分
団
】

第
７
分
団

 

【
優
良
部
】

第
６
分
団
第
３
部

第
３
分
団
第
１
部

第
２
分
団
第
１
部

 

【
努
力
部
】

第
４
分
団
第
２
部

第
１
分
団
第
１
部

 

【
永
年
勤
続
功
労
者（
15
年
以
上
勤
続
者
）】

第
１
分
団
第
１
部
班
長
・
・
三
浦
　

利
幸

第
１
分
団
第
２
部
団
員
・
・
田
村
　

利
生



下水道使用料の改定
平成２１年６月分から 上下水道課　☎７３－３１３４

　

平
成
21
年
度
の
交
通
災
害
共

済
の
受
付
を
平
成
21
年
２
月
よ

り
開
始
し
ま
す
。年
度
の
途
中
で

も
加
入
申
し
込
み
は
で
き
ま
す

が
、掛
け
金
は
加
入
時
期
の
長
短

に
関
わ
ら
ず
一
律
３
６
０
円
と

な
り
ま
す
の
で
、共
済
期
間
を
最

大
限
利
用
す
る
た
め
に
も
平
成

21
年
３
月
31
日
ま
で
の
加
入

を
お
勧
め
し
ま
す
。

●
申
込
期
間
　

　

平
成
21
年
２
月
２
日
（
月
）

　

〜
平
成
22
年
３
月
30
日

　

（
火
）

●
共
済
期
間

 

【
３
月
31
日
ま
で
に

　

申
し
込
み
の
場
合
】

　

平
成
21
年
４
月
１
日
〜

　

平
成
22
年
３
月
31
日

 

【
４
月
１
日
以
降
に

申
し
込
み
の
場
合
】

　

加
入
日
翌
日
〜

　

平
成
22
年
３
月
31
日

●
共
済
掛
金
　

　
　

１
人
３
６
０
円（
１
人
１

　

口
に
限
り
ま
す
）

●
申
込
場
所
　

生
活
環
境
課

平成21年度　交通災害共済の加入受付
年間掛金は３６０円 生活環境課　☎７３－３１２８

　平成２１年６月分から左のとおり下水道使用料を改
定します。
　本来、下水道事業の汚水に係る経費は、下水道使用料
で賄うことになっています。
　これまで収入の確保や経費の削減に努めてきました
が、平成１９年度日出町公共下水道特別会計の決算で
は、下水道使用料で賄うべき経費のうちの６割程度しか
賄えておらず、赤字経営が続いています。
　将来にわたり下水道事業を健全に経営し、より良い生
活環境を継続していくために、下水道使用料の改定にご
協力をお願いします。

下水道使用料計算方法
基本使用料＋超過使用料＝請求金額

(例)月に23㎥使用した場合
基本使用料　8㎥ 1,000円
超過使用料　2㎥×131円 262円
　　〃　　 10㎥×147円 1,470円
　　〃　　　3㎥×178円 534円

 合計　　3,266円

下水道使用料新旧対照表(税込)

超過使用料
（１㎡あたり）

基本使用料

区分 汚水量

10㎥まで

11～20㎥

21～50㎥

51㎥～

９４５円

１１５円

１５７円

１７３円

使用料

旧使用料

超過使用料
（１㎡あたり）

基本使用料

区分 汚水量
8㎥まで
9～10㎥
11～20㎥
21～50㎥
51～100㎥
101㎥～

１，０００円
１３１円
１４７円
１７８円
１８３円
１８９円

使用料

新使用料（平成２１年６月分から）

住　

所　

   

出
生
児　
　

性
別 

保
護
者

【
南
端
】

高　

平 

衞
藤　

稟り
ん 

女 

芳
幸

【
豊
岡
】

中
の
三 

阿
部　

真ま
さ

人と 

男 

真
司

西
の
二 

辰
口　

幸こ
う

祐す
け 

男 

光
弥

【
日
出
】

本　

町 

芋
瀬
は
ぐ
み 

女 

貴
夫

本　

町 

伊
東　

光こ
う

太た 

男 

貴
志

中　

央 

小
川　

広こ
う

惺せ
い 

男 

宏
明

佐　

尾 

加
藤　

佑ゆ
う

成せ
い 

男 

博
之

上
仁
王 

林　

茉ま

歩ほ 

女 

光

上
仁
王 

原
口　

星せ

菜な 

女 

和
規

東
仁
王 

尾
方　

雅ま
さ

己き 

男 

慎
一
朗

東
仁
王 

津
山　

真ま

緒お 

女 

雄
一
郎

東
仁
王 

谷　
　

海か
い

飛と 

男 

昌
広

東
仁
王 

齊
藤
か
の
ん 

女 

秀
樹

【
藤
原
】

南　

部 

中
島　

千ち

聖さ
と 

男 

康
裕

西　

部 

佐
藤　

蒼そ
う

磨ま 

男 

一
也

【
川
崎
】

西
小
深
江 

溝
渕
宗そ

う

一い
ち

朗ろ
う 

男 

秀
樹

内　

野 

保
月　

雅み
ひ
ろ旬 

男 

聡
一
郎

内　

野 

南　
　

大た
い

世せ
い 

男 

茂
雄

内　

野 

石
井　

唯ゆ

菜な 

女 

唯
史

【
大
神
】

北
大
神 

小
石　

希の
ぞ

美み 

女 

秀
仁

中　

央 

江
藤　

束つ
か
さ颯 

男 

卓
実

三
尺
山 

古
山　

泰た
い

雅が 

男 

雅
崇

日
比
の
浦 

宮
川　

鈴れ

菜な 

女 

英
雄

お
誕
生おめ

で
と
う

お
誕
生おめ

で
と
う

(12 月受付分）
（敬称略）



要介護認定者の税の申告

　

障
害
者
手
帳
を
お
持
ち

で
な
い
65
歳
以
上
の
高

齢
者
で
も
、町
が
発
行
す

る「
障
害
者
控
除
対
象
者

認
定
書
」
を
、
確
定
申
告

の
際
に
添
付
す
る
こ
と

で
、障
害
者
控
除
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
対
象
者

　
　

申
告
の
前
年
末
現
在

　

に
お
い
て
要
介
護
、要

　

支
援
認
定
を
受
け
て
い

　

る
65
歳
以
上
の
方
で
、

　

要
介
護
認
定
資
料
を
基

　

に
、次
に
示
す
判
定
基

　

準
に
該
当
す
る
方
。

・
障
害
者
控
除

　

 

「
障
害
高
齢
者
日
常
生

　

活
自
立
度（
寝
た
き
り

　

度
）が
Ａ
ラ
ン
ク
に
該
当
、
又
は
、「
認
知

　

症
高
齢
者
の
日
常
生
活
自
立
度
」
が
Ⅱ
、

　

Ⅲ
ラ
ン
ク
に
該
当
す
る
方
。

　

 

（
所
得
税
控
除
額

：

27
万
円
　

住
民
税
控

　

除
額

：

26
万
円
）

・
特
別
障
害
者
控
除

　

 

「
障
害
高
齢
者
日
常
生
活
自
立
度（
寝
た

　

き
り
度
）
」
が
Ｂ
、
Ｃ
ラ
ン
ク
に
該
当
、
又

　

は
「
認
知
症
高
齢
者
の
日
常
生
活
自
立
度
」

　

が
Ⅳ
、Ｍ
ラ
ン
ク
に
該
当
す
る
方
。

　
 

（
所
得
税
控
除
額

：

40
万
円
　

住
民
税
控

　

除
額

：

30
万
円
）

＊
所
得
税
、
住
民
税
が
非
課
税
の
方
は
、
申

　

請
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
手
続
き
方
法
　

　
　

認
定
書
の
交
付
に
は
申
請
が
必
要
と
な

　

り
ま
す
。
印
鑑
を
持
参
の
う
え
、
健
康
増

　

進
課
介
護
保
険
係
で
手
続
き
を
し
て
く
だ

　

さ
い
。

障害者控除を受けることができます
健康増進課介護保険係　☎７３－３１３０

経済的にお困りの保護者に就学援助をします
児童生徒就学援助費の申請 教育委員会管理課　☎７３－３１５７

　

日
出
町
で
は
、義
務
教
育
を

受
け
る
こ
と
に
つ
い
て
、経
済

的
に
お
困
り
の
保
護
者
を
対
象

に
就
学
援
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
援
助
内
容
　

　
　

学
用
品
、
修
学
旅
行
費
、

　

給
食
費
な
ど
の
一
部
。

●
支
給
基
準
　

　
　

基
本
的
に
平
成
21
年
度

　

市
町
村
民
税
の
所
得
割
額
が

　

非
課
税
の
世
帯
。

●
申
込
　

　
　

２
月
27
日
（
金
）
ま
で
に

　

申
請
書
を
学
校
へ
提
出
し
て

　

く
だ
さ
い
。

●
申
請
書
　

　
　

各
学
校
に
備
え
付
け
て

　

い
ま
す
。

●申告受付期間
　２月１６日（月）
　　　　～３月１６日（月）

●申告場所
　役場新館１階町民ホール

【税源移譲に伴う町県民税
からの住宅ローン控除】

　平成18年末までに入居
し、所得税の住宅ローン控
除を受けている人で、所得
税から控除しきれなかった
額がある場合は、翌年度の
町県民税から控除できます。

【寄付金控除の対象が拡充】
　５千円を超える寄付をし
た場合、寄付金控除を受け
ることができるようになり
ました。

●問合先　税務課住民税係
　1７３－３１２３

　２月定期払いの児童手

当の振込日は２月１３日

（金）です。

＊現況届を提出していな

　い人は、 支給が差し止

　めになっています。

●問合先　福祉対策課子
　育て支援係

　1７３－３１２１

町県民税の
申告をお忘れなく

児童手当の振込

住　

所　

      

死
亡
者　
　
　

行
年

【
南
端
】

高　

平 

吉
野　

義
隆 

82

今　

畑 

髙
橋　

正
一 

86

【
豊
岡
】

是　

城 

河
越
美
智
子 

77

【
日
出
】

下　

町 

山
本　

訓
子 

19

八
日
市 

宇
野
木
好
雄 

93

佐　

尾 

帯
刀　
　

諭 

61

佐　

尾 

屋
田　
　

杲 

91

上
仁
王 

井
上　

貞
子 

82

日
出
団
地 

阿
南　

妙
子 

82

日
出
団
地 

熊
谷　

遼
作 

18

【
藤
原
】

中　

部 

利
光　

順
子 

75

【
川
崎
】

宗　

行 

井
美
フ
ユ
子 

96

則　

次 

原　

愛
子 

59

平　

原 

岡
﨑　

元
安 

87

東
小
深
江 

笠
置　

信
夫 

85

【
大
神
】

中　

央 

木
下　
　

功 

73

港 

田
島　

玉
枝 

83

原　

山 

井
上　

福
利 

69

真
那
井 

宇
都
宮
信
雄 

92

真
那
井 

河
内　
　

勲 

99

八　

代 

山
川　

ケ
マ 

76
（12月受付分）
（敬称略）



有料広告を募集します
広報ひじ・町ホームページ・公用車 総務課広報広聴係　☎７３－３１５０　

広
報
ひ
じ
、町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、公
用
車
を
利
用
し
て
、広
告

を
出
し
ま
せ
ん
か
？

●
広
告
掲
載
期
間

　

平
成
21
年
４
月
〜

　

平
成
22
年
３
月
ま
で

●
募
集
期
限

　

平
成
21
年
２
月
27
日（
金
）

●
広
告
の
規
格

 

【
広
報
ひ
じ
】

○
掲
載
場
所
　

ま
ち
の
掲
示
板

　
　

（
二
色
刷
り
）下
段

○
規
格
　

　

１
枠
　

縦
60
㎜×

横
85
㎜

＊
２
枠
分
を
１
枠
と
し
て
掲
載

　

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

○
枠
数
　

６
枠

○
掲
載
期
間
　

１
カ
月
単
位

○
掲
載
料
　

　

１
枠
当
た
り
１
０
，０
０
０
円

 

【
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

○
広
告
の
種
類
　

バ
ナ
ー
広
告

○
掲
載
場
所
　

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ

○
規
格

・
１
枠
　

縦
55
ピ
ク
セ
ル×

　
　
　
　

横
１
４
０
ピ
ク
セ
ル

○
枠
数
　

10
枠

○
掲
載
期
間
　

１
月
単
位

＊
複
数
月
に
わ
た
る
掲
載
も
可
能
で
す
。

○
掲
載
料
　

１
枠
当
た
り
　

５
，０
０
０
円

 

【
公
用
車
】

○
掲
載
場
所
　

車
両
の
後
部
座
席
左
右
両
面

○
規
格
　

縦
50
㎝×

横
70
㎝
以
内（
ラ
ッ
ピ

　

ン
グ
フ
ィ
ル
ム
ま
た
は
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
マ

　

グ
ネ
ッ
ト
シ
ー
ト
）

○
枠
数
　

15
枠

○
掲
載
期
間
　

１
月
単
位
　

＊
最
大
１
年
間

○
掲
載
料

・
縦
20
㎝×

横
40
㎝
、
縦
20
㎝×

横
50
㎝
、

　

縦
25
㎝×

横
40
㎝
、
縦
25
㎝×

横
50
㎝

　

は
４
，
０
０
０
円

・
縦
40
㎝×
横
70
㎝
、
縦
50
㎝×

横
70
㎝

　

は
６
，
０
０
０
円

＊
各
掲
載
広
告
は
、広
告
主
が
作
成
し
て
く

　

だ
さ
い
。

＊
掲
載
す
る
広
告
と
し
て
適
当
で
な
い
と
認

　

め
た
も
の
は
掲
載
で
き
ま
せ
ん
。

●
申
込
・
問
合
先

○
【
広
報
ひ
じ
】･

【
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】
に

　

つ
い
て
は
、
総
務
課
広
報
広
聴
係
1
73‐

　

３
１
５
０

○
【
公
用
車
】
に
つ
い
て
は
、
財
政
課
管
財

　

係
1
73‐

３
１
５
３

日
出
町
ふ
る
さ
と
寄
附
金
の
お
礼

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

こ
の
た
び
は
、日
出
町
に
対
し
寄
附
を

寄
せ
て
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

寄
附
金
は
、有
効
に
活
用
に
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

昨
年
12
月
末
ま
で
に
、寄
附
を
寄
せ
て

い
た
だ
い
た
方
は
次
の
と
お
り
で
す
。

（
順
不
同
・
敬
称
略
）
　

○
釘
嶋
　

達
郎
　
　
　
　
　

豊
島
区

○
大
竹
　

伸
一
　
　
　
　
　

小
田
原
市

○
遠
藤
　

建
作
　
　
　
　
　

日
出
町

○
村
井
　

勝
見
　
　
　
　
　

日
出
町

○
未
申
会（
代
表
　

矢
部
納
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

日
出
町

○
工
藤
　

幸
子
　
　
　
　
　

日
出
町

○
藤
田
　

政
義
　
　
　
　
　

日
出
町

○
今
宮
　

禮
二
　
　
　
　
　

日
出
町

○
田
代
　

重
勝
　
　
　
　
　

日
出
町

○
吉
良
　

正
英
　
　
　
　
　

日
出
町

○
河
野
　

晋
一
　
　
　
　
　

日
出
町

○
匿
名
　
　
　
　
　
　
　
　

大
阪
市

○
匿
名
　
　
　
　
　
　
　
　

大
阪
市

○
匿
名
　
　
　
　
　
　
　
　

大
阪
市

○
匿
名
　
　
　
　
　
　
　
　

大
阪
市

○
匿
名
　
　
　
　
　
　
　
　

京
都
市

○
匿
名
　
　
　
　
　
　
　
　

大
府
市

○
匿
名
　
　
　
　
　
　
　
　

札
幌
市

○
匿
名
　
　
　
　
　
　
　
　

北
九
州
市

以
上
20
件
・
４
百
42
万
５
千
円
。

日
出
町
ふ
る
さ
と
寄
附
金

　

昨
年
８
月
よ
り
ふ
る
さ
と
で
あ
る
日

出
町
を「
応
援
し
た
い
」 「
大
切
に
し
た

い
」と
い
う
想
い
を
寄
附
金
と
い
う
形
に

し
て
日
出
町
に
寄
附
を
す
る「
日
出
町
ふ

る
さ
と
寄
附
金
制
度
」が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

　

寄
せ
ら
れ
た
寄
附
金
は
、「
日
出
町
ま

ち
づ
く
り
基
金
」に
積
み
立
て
ら
れ
、今

後
の
日
出
町
の
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め

に
使
わ
れ
ま
す
。

　

な
お
、５
，０
０
０
円
を
越
え
る
寄
附

金
に
つ
い
て
は
、所
得
税
と
住
民
税
の
税

額
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

寄
附
金
の
申
し
込
み
は
随
時
行
っ
て

い
ま
す
の
で
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
申
込
・
問
合
先
　

　

総
務
課
　

☎
73‐

３
１
５
０



お済みですか？　麻しん風しん予防接種
予防には、２回の接種が必要です

（
編
集
協
力
）て
し
ま
こ
ど
も
の

杜
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
　

手
島
正

裕
氏

麻
し
ん
と
い
う
病
気

　

昔
は
、麻
し
ん
に
か
か
る
と
死

も
覚
悟
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い

ほ
ど
重
い
病
気
で
し
た
。１
９
７

８
年
か
ら
小
児
へ
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
か
ら
は
、以
前
ほ
ど
の
大
流
行

は
な
く
な
り
ま
し
た
が
、最
近
で

も
年
間
数
万
人
か
ら
数
十
万
人

が
麻
し
ん
に
か
か
っ
て
い
る
と

み
ら
れ
、毎
年
50
人
前
後
の
方

が
死
亡
し
て
い
る
病
気
で
す
。現

在
で
も
麻
し
ん
に
決
定
的
な
治

療
法
は
な
く
、１
０
０
０
人
に
１

〜
２
人
が
亡
く
な
る
重
い
病
気

で
あ
り
、ワ
ク
チ
ン
で
予
防
す
る

の
が
最
善
の
方
法
で
す
。

風
し
ん
と
い
う
病
気

　

妊
婦
は
特
に
気
を
つ
け
な
け

れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

　

妊
婦
が
風
し
ん
に
か
か
る
と
、

先
天
性
風
疹
症
候
群
と
い
わ
れ

る
難
聴
、心
疾
患
、白
内
障
、精

神
や
身
体
の
発
達
の
遅
れ
等
の

障
が
い
を
も
っ
た
赤
ち
ゃ
ん
が

生
ま
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。こ
れ
も
麻

し
ん
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
を
２
回
接
種
す
る
こ

と
で
予
防
で
き
ま
す
。

　

お
子
さ
ん
の
た
め
に
も
男
性
も
接
種
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

な
ぜ
、２
回
の
接
種
が
必
要
な
の
か

　

こ
れ
ま
で
麻
し
ん
は
、予
防
接
種
を
受
け

て
い
な
い
乳
幼
児
が
か
か
る
病
気
で
し
た

が
、最
近
は
高
校
生
、大
学
生
な
ど
20
歳
前

後
の
患
者
さ
ん
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
20
歳
前
後
の
患
者
さ
ん
の
分
析
を
し

て
み
る
と
、多
く
の
方
が
乳
幼
児
期
に
麻
し

ん
ワ
ク
チ
ン
を
１
回
は
受
け
て
い
ま
し
た
。

麻
し
ん
ワ
ク
チ
ン
は
１
回
の
接
種
で
95
％
以

上
の
方
が
免
疫
を
獲
得
で
き
る
優
れ
た
ワ
ク

チ
ン
で
す
が
、接
種
後
長
期
間
経
過
す
る
こ
と

で
免
疫
力
が
低
下
し
、発
病
し
て
し
ま
っ
た

の
で
す
。

　

免
疫
力
が
低
下
す
る
時
期
に
２
回
目
の
予

防
接
種
を
行
い
、免
疫
を
思
い
出
さ
せ
る
こ

と
で
、成
人
に
な
っ
て
か
ら
も
麻
し
ん
風
し

ん
に
か
か
り
に
く
く
な
り
ま
す
。そ
の
た
め
、

２
回
接
種
を
行
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

定
期
接
種
は
無
料

　

平
成
18
年
か
ら
１
歳
児
と
小
学
校
入
学
前
１

年
間
の
接
種
が
無
料
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、平
成
18
年
に
小
学
１
年
生
か
ら
中

学
３
年
生
だ
っ
た
方
も
昨
年
か
ら
中
学
１
年

生
、高
校
３
年
生
に
な
っ
た
時
に
順
次
２
回

目
の
接
種
を
無
料
で
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

他
の
先
進
国
で
の
発
生
は
、ほ
と
ん
ど
あ
り
ま

せ
ん

　

ア
メ
リ
カ
で
は
、麻
し
ん
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
受
け
て
い
な
い
と
、学
校
に
入
学
で
き

な
い
と
い
う
く
ら
い
に
接
種
を
徹
底
し
て
い

ま
す
。そ
の
た
め
、麻
し
ん
は
ほ
と
ん
ど
発
生

し
な
い
国
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

日
本
で
も
、大
学
進
学
の
際
や
海
外
へ
留

学
、修
学
旅
行
に
行
く
時
に
は
、麻
し
ん
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
を
条
件
と
す
る
と
こ
ろ
が
増
え

て
い
ま
す
。こ
う
い
っ
た
流
れ
は
、さ
ら
に
加

速
す
る
で
し
ょ
う
。

地
域
が
一
丸
と
な
っ
て
ワ
ク
チ
ン
接
種
・
目
標

は
95
％

　

現
在
の
日
出
町
で
の
接
種
率
は
50
％
未
満
で

す
。麻
し
ん
風
し
ん
の
流
行
を
無
く
す
た
め
に

は
、95
％
以
上
の
接
種
率
が
必
要
で
す
。

　

接
種
対
象
年
齢
の
お
子
さ
ん
を
も
つ
保
護

者
は
も
ち
ろ
ん
、教
育
の
場
、Ｐ
Ｔ
Ａ
、子
ど

も
会
、育
児
ク
ラ
ブ
な
ど
地
域
の
力
を
総
動
員

し
て
、ワ
ク
チ
ン
で
防
ぎ
う
る
病
気
を
予
防
し

ま
し
ょ
う
。

接
種
期
限
　

平
成
21
年
３
月
31
日

福祉対策課子育て支援係☎７３-３１２１

日出町中央公民館ホールの利用について
3月15日(日)～3月31日(火)までの間、
　　　　　　　　　　　町中央公民館ホールは利用できません。
　期間中、ステージの床の改修工事を行いますので、ホールの利用はできません。ご迷惑
をお掛けしますが、ご理解をお願いします。

●問合先　日出町中央公民館172－8608



hiji report hiji report hiji report

　

１
月
11
日
、日
出
町
中
央
公
民
館
で

成
人
式
が
行
わ
れ
、新
成
人
３
０
２
人

の
う
ち
、２
０
４
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

工
藤
町
長
が
「
時
流
に
流
さ
れ
ず
、

人
に
流
さ
れ
ず
、自
分
の
将
来
像
を
し

っ
か
り
念
頭
に
描
き
、自
分
の
人
生
は

自
分
で
切
り
開
い
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
式
辞
を
述
べ
、成
人
者
代
表
の
笠
置

陽
菜
さ
ん
に
記
念
品
を
授
与
し
ま
し

た
。

　

こ
の
後
、成
人
者
代
表
の
小
石
晃
央

（
あ
き
ひ
さ
）
さ
ん
が
「
こ
れ
か
ら
先
、

さ
ま
ざ
ま
な
困
難
や
苦
悩
が
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、こ
れ
ら
を
貴
重
な
体
験
と

考
え
、嬉
し
い
こ
と
や
楽
し
い
こ
と
だ

け
で
な
く
、辛
い
こ
と
や
悲
し
い
こ
と

も
受
け
止
め
ら
れ
る
よ
う
な
人
物
に
な

っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
。
ま
た
、
麻

生
有
希
さ
ん
が「
今
日
を
節
目
に
支
え

ら
れ
る
だ
け
で
な
く
、支
え
合
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。こ
れ
ま
で

お
世
話
に
な
っ
て
き
た
方
に
い
つ
ま
で

も
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
、そ
れ
ぞ

れ
が
思
い
描
く
理
想
の
大
人
に
近
づ
け

る
よ
う
大
切
な
一
歩
を
踏
み
出
し
て
い

き
ま
し
ょ
う
」と
意
見
発
表
を
行
い
ま

し
た
。

　

最
後
に
成
人
者
を
代
表
し
て
、上
田

健
太
郎
さ
ん
が「
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の

信
念
を
も
っ
て
こ
れ
か
ら
の
人
生
を
歩

ん
で
い
き
、大
人
と
し
て
の
役
割
を
果

た
し
て
い
き
た
い
」と
謝
辞
を
述
べ
ま

し
た
。

成人式に出席する新成人のみなさん

平成21年成人式

平成生まれの新成人が誕生

①久しぶりの仲間と記念
撮影。　②意見発表する
小石晃央さん。　③意見
発表する麻生有希さん。
④謝辞を述べる上田健太
郎さん。

① ②

③

④



　

１
月
11
日
、
大
神
原
山
に
江
戸
時
代
か

ら
つ
づ
く
伝
統
行
事
「
か
せ
ど
り
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

「
か
せ
ど
り
」
は
子
ど
も
の
生
ま
れ
た

家
の
玄
関
に
、
大
足
半
（
お
お
あ
し
な
か
）

と
よ
ば
れ
る
大
き
な
わ
ら
じ
と
俵
を
「
い

お
ー
ち
ょ
く
れ
」
の
掛
け
声
と
と
も
に
投

げ
込
み
、
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
と
五

穀
豊
穣
を
願
う
も
の
で
す
。

　

こ
の
行
事
に
は
、
投
げ
込
む
側
は
正
体

を
明
か
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う
ル
ー

ル
が
あ
り
、
笠
や
み
の
、
化
粧
で
顔
を
隠

し
、
投
げ
込
ま
れ
た
側
は
酒
な
ど
を
振
舞

い
正
体
を
探
ろ
う
と
し
ま
す
。

　

今
年
は
、
孫
の
蒼
斗
（
あ
お
と
）
く
ん

が
生
ま
れ
た
塩
川
三
次
さ
ん
方
を
訪
れ

ま
し
た
。

　

１
月
12
日
、日
出
町
ま
ち

お
こ
し
新
春
健
康
マ
ラ
ソ

ン
大
会
が
大
神
深
江
港
を

ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
に
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

町
内
外
か
ら
年
齢
、男
女

に
分
か
れ
た
計
10
種
目
に

６
８
８
人
が
参
加
し
、健
脚

を
競
い
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、港
区
婦
人
会

の
方
に
よ
り
、お
し
る
こ
や

焼
も
ち
が
参
加
者
に
振
舞

わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、深
江
み
な
と
朝
市

も
同
時
に
開
催
。新
鮮
な
魚

介
類
や
野
菜
な
ど
が
販
売

さ
れ
、多
く
の
人
で
賑
わ
い

ま
し
た
。

　

１
月
８
日
、
工
藤
初
枝

（
北
大
神
）
さ
ん
が
１
０
０

歳
の
誕
生
日
を
迎
え
、同
日

初
枝
さ
ん
の
長
男
で
あ
る

工
藤
直
さ
ん
宅
を
町
長
が

訪
問
し
、祝
い
状
と
記
念
品

を
贈
り
ま
し
た
。

　

初
枝
さ
ん
は
、一
人
暮
ら

し
を
し
て
お
り
、身
の
回
り

の
こ
と
は
全
て
自
分
で
で

き
る
ほ
ど
元
気
。日
ご
ろ
は

和
裁
と
週
３
回
の
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
を
楽
し
ん
で
い
る

と
い
い
ま
す
。
好
物
は
焼

肉
。

　

町
長
が「
い
つ
ま
で
も
元

気
で
い
て
く
だ
さ
い
」と
お

祝
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し

た
。

祝（
い
お
）ー
ち
ょ
く
れ
！

伝
統
行
事「
か
せ
ど
り
」

　

１
月
18
日
、
町
中
央
公
民
館
で
「
第

24
回
日
出
町
子
ど
も
会
対
抗
綱
引
き

大
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
綱
引
選
手
権
、
フ
リ
ー
の

部
、
親
子
混
合
の
部
の
３
つ
の
種
目
が

行
わ
れ
、
25
チ
ー
ム
２
５
０
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

【
成
績
は
次
の
と
お
り
】

○
綱
引
選
手
権

優
　

勝
　

是
城
フ
ァ
イ
ヤ
ー
ブ
ラ
ザ
ー
ズ

準
優
勝
　

南
部
Ａ

○
フ
リ
ー
の
部

優
　

勝
　

上
仁
王
パ
ワ
ー
キ
ッ
ズ

準
優
勝
　

西
部
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ー
ズ

○
親
子
混
合
の
部

優
　

勝
　

南
部
Ａ

準
優
勝
　

８
分
団

子
ど
も
会
対
抗
綱
引
大
会

力
を
合
わ
せ
て

健
脚
を
競
う

第28回日出町まちおこし新春健康マラソン大会

まだまだ元気

元気にスタート

これからもお元気で

正体は明かしません

オーエス！オーエス！

１００歳おめでとう



　

豊
臣
秀
吉
の
正
室
・
北
政
所（
ね
ね
）

の
甥
に
当
た
る
初
代
藩
主
木
下
延
俊
公
が

築
城
入
部
さ
れ
て
か
ら
４
０
０
年
余

り
。
城
下
町
と
し
て
の
趣
が
残
る
日
出
町

の
暘
谷
城
趾
に
ほ
ど
近
い
場
所
に
、金
山

王
の
別
荘
で
あ
り 

「
城
下
か
れ
い
料
理
」

を
提
供
す
る
高
級
料
亭
と
し
て
、全
国
に

知
ら
れ
た｢

的
山
荘｣

が
あ
り
ま
す
。

　

こ
こ
に
、日
出
町
に
残
る「
歴
史
あ
る

雛
飾
り
」か
ら「
現
代
の
変
わ
り
雛
」ま

で
を
展
示
し
、一
般
公
開
し
ま
す
。

●
開
催
期
間
　

２
月
14
日（
土
）〜
３
月

　

15
日（
日
）10
時
〜
16
時

＊
２
月
17
日
は
休
館

●
会
場
　

日
出
町
三
の
丸
・「
的
山
荘
」

●
入
場
料
　

３
０
０
円

＊
入
場
料
は
的
山
荘
の
保
存
事
業
に
充

　

て
ら
れ
ま
す
。

●
期
間
中
の
イ
ベ
ン
ト
　

毎
週
土
・
日
と

　

３
月
３
日
に
、お
茶
席（
一
服
２
０
０

　

円
）や
琴
・
大
正
琴
の
演
奏
会（
午
前
・

　

午
後
各
１
回
）を
行
い
ま
す
。

的
山
荘
保
存
の
た
め
の
寄
附
金
募
集
中

　

現
在
、的
山
荘
は
後
継
者
が
い
な
い
こ

と
や
施
設
老
朽
化
の
た
め
休
業
し
て
お

り
、庭
園
や
建
物
の
老
朽
化
が
懸
念
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、町
内
外
の
有
志
が
集
ま
り
、

「
的
山
荘
保
存
会
」が
昨
年
発
足
し
ま
し

た
。「
保
存
会
」
で
は
、
施
設
の
維
持
・

保
全
や
こ
こ
を
利
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
な

ど
を
行
う
こ
と
を
決
め
、そ
の
た
め
の
寄

附
金
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
と
こ
ろ
、10
件
・
３
７
６
万
５

千
円
の
寄
附
金
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
問
合
先
　

日
出
町
観
光
協
会

　

☎
72‐

４
２
５
５



図書館においでよ　

今月の１冊

　フキノトウ、ワラビ、ヨモギ、セリ…、そろそろ春の
野山に行きたいな～などと思う季節です。
　食べられる草だけでなく、身近な野草の種類や利用
法、面白いエピソード等々。これ１冊で野草博士にな
れること受け合いです。
　シリーズで『２０本の木のノート』『どんぐりノート』
などもあります。
　こちらも面白いですよ。

２月の休館日

２月の読み聞かせ

●17日～21日は蔵書点検のためまで休館します

【ブー・フー・ウーによる読み聞かせ】

【FUMFUM（ふむふむ）による読み聞かせ】

子ども映画会

毎週月曜日、第2・4日曜日・11日（水）・
17日（火）～21日（土）

　蔵書点検とは本の紛失がないか、間違った場所に置かれ

ていないかなどを点検することです。

　貸出期間が過ぎたまま返却していない本は、早急に返

却してください。

　休館中の本の返却については、玄関横の返本箱に入れ

てください。

●とき 2月14日・28日（土曜日）
 10時30分～11時30分
●ところ 2階（おはなしのへや）
●対象 幼児から小学校低学年

●とき 2月27日　（金曜日）11時～11時30分
●ところ 2階（おはなしのへや）
●対象 0歳から5歳くらいまで

●とき 2月7日（土）10時30分～11時
●ところ 2階（おはなしのへや）
●作品 アンパンマン

定 期 相 談



新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

　

希
望
に
満
ち
た
新
春
を
お
迎
え
の
こ

と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。昨
年
中
は
、

町
政
に
対
す
る
暖
か
い
ご
理
解
と
ご
協

力
を
い
た
だ
き
き
心
か
ら
感
謝
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

特
に
昨
年
は
、「
第
63
回
国
民
体
育
大

会
な
ぎ
な
た
競
技
会
」が
日
出
町
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。町
民
の
皆
様
方
の
ご
協
力

も
あ
り
、大
分
県
チ
ー
ム
が
見
事
優
勝
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。ま
た
、財
政
状

況
の
厳
し
い
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、平
穏

の
う
ち
に
町
政
の
運
営
が
で
き
ま
し
た
。

　

本
年
も
、皆
様
方
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、日
出
町
の
発
展
の
た
め
誠
心

誠
意
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

多
く
の
退
職
者
で
職
員
採
用
者
を
決
定

　

平
成
20
年
度
末
の
退
職
予
定
者
数
は

18
人
で
あ
り
、そ
の
内
訳
は
、定
年
退
職

５
人
、希
望
退
職
10
人
、死
亡
に
よ
る
も

の
が
２
人
、自
己
都
合
退
職
１
人
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

18
人
の
退
職
に
伴
う
後
任
補
充
と
し

て
、
上
級
・
初
級
の
事
務
職
、
土
木
職
、

建
築
職
、保
健
師
、幼
稚
園
教
諭
を
募
集

し
、
１
次
試
験
を
10
月
19
日
に
、
２
次

試
験
を
11
月
22
日
に
そ
れ
ぞ
れ
実
施
、

12
月
９
日
に
最
終
合
格
者
を
決
定
・
公
表

し
ま
し
た
。

　

建
築
職
に
は
受
験
者
は
な
く
、総
受
験

者
数
70
人
の
う
ち
１
次
試
験
合
格
者
は

39
人
で
し
た
。

　

２
次
試
験
で
は
、
専
門
試
験
、
作
文
、

体
力
テ
ス
ト
、面
接
を
行
い
、最
終
合
格

者
は
上
級
事
務
職
10
人
、
初
級
事
務
職

３
人
、
土
木
職
１
人
、
保
健
師
４
人
、
幼

稚
園
教
諭
１
人
を
採
用
し
ま
し
た
。

　

男
女
別
で
は
男
性
９
人
、女
性
10
人
の

計
19
人
。
最
も
若
い
人
で
18
歳
、
最
高

齢
者
は
29
歳
と
な
っ
て
い
ま
す
。い
ず
れ

の
職
種
の
方
も
本
年
４
月
１
日
付
け
で

採
用
予
定
で
す
。

　

今
回
の
採
用
に
あ
た
り
、新
た
に
４
人

の
保
健
師
の
採
用
を
行
い
ま
し
た
。こ
れ

は
専
門
的
立
場
か
ら
町
民
皆
さ
ん
の
健

康
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
の
要
員
と

し
て
配
置
し
ま
す
。

的
山
荘
の
歴
史
的
評
価

　

的
山
荘
は
、大
正
初
期
の
貴
重
な
歴
史

的
建
造
物
で
あ
り
、町
指
定
の
文
化
財
に

も
指
定
し
て
い
ま
す
。

　

明
治
43
年
に
馬
上
金
山
を
開
鉱
し
た

成
清
博
愛（
ひ
ろ
え
）氏
に
よ
り
別
荘
と

し
て
大
正
４
年
に
建
て
ら
れ
ま
し
た
。、

　

博
愛
氏
は
、大
正
３
年
に
は
日
本
一
の

産
金
量
を
記
録
し
て
お
り
、日
立
精
錬
所

の
久
原
房
之
助
氏
に
働
き
か
け
、大
正
５

年
当
時
東
洋
一
の
高
さ
を
誇
る
煙
突
を

も
つ
、日
鉱
佐
賀
関
精
錬
所
が
佐
賀
関
に

建
設
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
に
よ
り
、茨

城
県
日
立
に
送
ら
れ
て
い
た
鉱
石
は
佐

賀
関
で
精
錬
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、日
出

港
は
鉱
石
の
積
み
出
し
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

後
年
に
な
っ
て
成
清
氏
別
荘
は
、素
晴

ら
し
い
日
本
庭
園
を
も
つ
「
か
れ
い
料

理
」の
専
門
料
亭
と
し
て
、全
国
的
に
名

を
馳
せ
る
こ
と
に
な
り
、訪
ね
る
多
く
の

方
々
を
魅
了
し
て
き
ま
し
た
。

　

的
山
荘
に
は
、天
皇
陛
下
お
手
植
え
の

モ
ッ
コ
ク
の
木
、現
皇
太
子
殿
下
お
手
植

え
の
松
の
木
、常
陸
宮
様
の
お
手
植
え
の

モ
ミ
ジ
な
ど
８
本
の
記
念
植
樹
が
あ
る

よ
う
に
、こ
れ
ま
で
多
く
の
著
名
な
人
た

ち
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

歴
史
的
施
設
で
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

　

現
在
休
業
中
の
的
山
荘
に
は
、刺
し
ゅ

う
で
作
成
し
た
馬
上
金
山
屏
風
を
は
じ

め
、数
多
く
の
素
晴
ら
し
い
収
蔵
品
が
あ

り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、的
山
荘
を
こ
よ
な
く
愛
す

有
志
に
よ
っ
て
、昨
年
12
月
に
的
山
荘
保

存
会
が
結
成
さ
れ
、歴
史
的
、文
化
的
な
資

源
と
し
て
、ま
た
地
域
文
化
活
動
の
場
と
し

て
活
用
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
２
月
14
〜
３
月
15
日
ま
で

の
間
、「
暘
谷
城
下
雛
祭
り
in
的
山
荘
」

を
、
ま
た
２
月
17
日
に
は
、「
大
分
県
小

中
高
生
将
棋
大
会
優
勝
決
定
戦
」
を
的

山
荘
で
行
い
ま
す
。

　

昨
年
、暘
谷
城
趾
周
辺
地
域
景
観
保
全

条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。歴
史
文
化
の
薫

り
高
い
暘
谷
城
趾
や
的
山
荘
周
辺
の
景

観
保
全
な
ど
を
通
し
て
観
光
拠
点
づ
く

り
を
行
い
、交
流
人
口
を
増
や
し
賑
わ
い

の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

厚
生
年
金
セ
ン
タ
ー
が
競
売
に

　

長
い
間
、町
民
皆
さ
ん
に
利
用
さ
れ
て

き
た
ウ
ェ
ル
サ
ン
ピ
ア
が
、昨
年
10
月
に

独
立
行
政
法
人
年
金
・
健
康
保
険
福
祉
施

設
整
理
機
構
か
ら
正
式
に
入
札
が
公
表

さ
れ
、競
売
に
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

・
土
地
面
積
　

12
万
４
，
２
２
７
㎡

・
延
床
面
積
　

１
万
５
，
０
９
７
㎡

・
最
低
価
格
　

６
億
４
，
６
０
０
万
円

　

日
出
町
と
し
て
は
整
理
機
構
に
対
し

て
事
業
の
継
続
を
前
提
に
対
処
す
る
よ

う
求
め
て
き
ま
し
た
。

　

入
札
は
２
月
13
日
（
金
）
に
行
わ
れ

ま
す
。

引
き
続
き
リ
ゾ
ー
ト
施
設
と
し
て
活
用
さ

れ
る
企
業
の
参
入
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

（
次
号
に
つ
づ
く
）

町 政
だより

日出町長
工藤　義見

その 27



子育て広場
　子育て情報の提供や交換、読み
聞かせなど。
●とき　毎週月・水・金10時～12時
●対象　乳幼児

子育て相談
　子育てについての相談、感染症
予防や対策
●とき　月～金10時～16時
●対象　乳幼児

出張子育て広場
　季節の歌や読み聞かせ、牛乳パ
ックを使って簡単工作
●とき　2月17日（火）10時～12時
●ところ　豊岡地区公民館２階
●対象　就学前までの子

よちよちタイム
　育児座談会　～子育てについ
ての意見・情報交換～
●とき　2月19日（木）10時～12時
●対象　2歳までの子

チョコレート作り
　作ったチョコをかわいくラッピ
ングして大事な人にプレゼント
しませんか？
●とき　2月12日（木）10時30
　分～
●対象　3歳以上の幼児
●費用　300円
＊２月９日（月）までに電話で申
　し込んでください。

ちびっこ音楽会
　ボランティアの方によるすて
きな生演奏。歌って踊って楽しく
過ごしましょう。
●とき　2月7日(土)10時30分～
●対象　小学生

集まれ！ちびっこ
　親子で元気いっぱい体を動か
しましょう。
●とき　2月 2 3日 (月 ) 1 0時
　30分～
●ところ　豊岡地区公民館

楽しい絵本読み聞かせ
　絵本の読み聞かせ、パネルシア
ター、わらべうた等、お子さんと
一緒に楽しい時間を過ごしませ
んか。
●とき　2月18日（水）11時15
　分～11時45分
●対象　乳幼児

子ども映画祭
　お友達と一緒に大きなスクリ
ーンで映画を見よう。
●とき　2月14日（土）14時～16
　時
●対象　小学生から
●映画タイトル
　シャーロットのおくりもの
　～どんな小さな生命にも生きて
　いる意味がある～

ワード応用講座
　ワードを使ってオリジナルの

便せんを作る口座です。
●とき　　3月3日・10日・17日・
　24日（火）10時～12時
●ところ　HITコミュニティーセ
　ンター（日出町弓道場隣）
●講座料　2,800円

メール初級講座
　パソコンでのメールを勉強した
いという方、学習してみませんか。
●とき　3月5日・12日・19日・
　26日（木）10時～12時
●ところ　町保健福祉センター
●講座料　2,800円

エクセル応用講座
　エクセルでチラシを作ります。
●とき　3月6日・13日・27日
　（金）
●講座料　2,500円

各講座共通
●申込期限　2月20日（金）
＊有料託児有
●申込・問合先　パワーウェーブ
　日出　☎72－5292

日出町地域子育て支援センター
☎２８－１２１２

さざんか児童館
☎７２－８３８３

日出町児童館
☎７２－０３２３

子育て支援UPプログラム
「パソコン講座」受講生募集

　２月22日（日）は日出町
保健福祉センターの特別清掃
のため、休館とさせていただ
きます。

休館日のお知らせ
日出町保健福祉センター

●と　き ３月10日(火)　10時30分～11時30分
●ところ 日出町保健福祉センター母子保健室
●対　象 離乳食期（１歳６カ月頃まで）
●問合先 福祉対策課子育て支援係　☎７３－３１２１

離乳食教室の案内
　離乳食の時間を楽しく過ごすために、離乳食に関する話や離乳食
相談などを行う教室を開催します。
　「離乳食のことがよく分からない」という人は、ぜひ参加してみて
ください。試食もできます。



　

大
分
県
で
は
、
県
民
中
心
の
開
か
れ
た

県
政
の
推
進
を
目
的
と
し
て
、
県
民
の

方
々
の
意
見
を
い
た
だ
く
た
め
「
県
政
モ

ニ
タ
ー
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
活
動
期
間
　

　

委
嘱
の
日
〜
平
成
22
年
３
月

▼
活
動
内
容

○
県
政
へ
の
意
見
や
提
言

○
県
が
提
示
す
る
テ
ー
マ
に
つ
い
て
の
ア

　

ン
ケ
ー
ト
へ
の
協
力

○
意
見
交
換
会
へ
の
参
加

▼
応
募
資
格
　

　

県
内
在
住
の
20
歳
以
上
の
方

▼
応
募
方
法
　

○
メ
ー
ル
モ
ニ
タ
ー
　

大
分
県
庁
ホ
ー
ム

　

ペ
ー
ジ
の
「
県
政
モ
ニ
タ
ー
募
集
」
か

　

ら
応
募
。

○
文
書
モ
ニ
タ
ー
　

住
所･

氏
名･

年
齢
・

　

性
別
・
電
話
番
号
・
職
種
・
勤
務
先
、

　

そ
の
他
地
域
活
動
や
過
去
の
県
政
モ
ニ

　

タ
ー
経
験
等
あ
れ
ば
記
入
し
て
郵
送
、

　

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
応
募
。

▼
応
募
締
切
　

２
月
27
日
（
金
）

＊
選
任
さ
れ
た
方
に
は
委
嘱
状
を
送
付
し

　

ま
す
。

＊
活
動
実
績
に
よ
り
図
書
カ
ー
ド
を
進
呈

　

し
ま
す
。

▼
問
合
先
　

大
分
県
広
報
広
聴
課
広
聴
班

　

☎
０
９
７‐

５
０
６‐

２
０
９
６

▼
申
込
資
格
　

○
大
分
県
内
に
住
所
を
有
す
る
者
の
子
弟
。

○
人
物
・
学
業
と
も
に
優
秀
で
勉
学
意
識

　

が
あ
り
、
経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学
が

　

困
難
な
者
。

○
日
本
学
生
支
援
機
構
、
大
分
県
奨
学
会

　

を
除
く
地
方
自
治
団
体
お
よ
び
民
間
団

　

体
を
除
い
た
い
ず
れ
か
の
奨
学
金
ま
た

　

は
こ
れ
に
類
す
る
も
の
を
受
給
し
て
い

　

な
い
者
。

▼
申
込
手
続
　

奨
学
生
志
望
者
は
、
郵
送

　

で
返
信
用
切
手
90
円
を
同
封
の
う
え
、

　

必
要
書
類
を
事
務
局
に
請
求
し
、
提
出

　

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
募
集
人
員
　

５
人

▼
支
給
金
額

○
国
公
立
大
学
　

月
額
２
２
，
０
０
０
円

○
私
立
大
学
　
　

月
額
２
５
，
０
０
０
円

＊
返
還
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

▼
支
給
期
間
　

平
成
21
年
４
月
〜
平
成

　

22
年
３
月
（
１
年
間
）

▼
申
込
期
限
　

４
月
１
日
（
水
）
〜
４
月

　

30
日
（
木
）
必
着

▼
資
料
請
求･

提
出･

申
込
　

〒
８
７
９‐

　

１
５
０
５
　

日
出
町
大
字
川
崎
８
３
７

　

‐

１
３
　

財
団
法
人
二
階
堂
奨
学
会
事

　

務
局
☎
72‐

１
０
７
０

　

点
字
図
書
館
で
は
、
視
覚
障
が
い
者
が
利

用
す
る
点
字
図
書
・
録
音
図
書
の
製
作
な
ど

に
協
力
し
て
い
た
だ
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
要

請
講
習
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

▼
応
募
条
件
　

○
原
則
と
し
て
、
講
習
会
を
毎
回
受
講
で

　

き
る
方
。

○
講
習
会
終
了
後
は
継
続
し
て
点
字
図
書

　

館
に
お
け
る
点
字
図
書
、
録
音
図
書
の

　

製
作
に
協
力
で
き
る
方
。

▼
と
こ
ろ
　

大
分
県
点
字
図
書
館
研
修
室

▼
受
講
料
　

無
料

▼
申
込
　

往
復
ハ
ガ
キ
に
講
習
会
名
、
住

　

所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
を
明
記

　

の
う
え
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

＊
希
望
者
多
数
の
場
合
は
、
抽
選
に
よ
り

　

決
定
し
ま
す
。

▼
申
込
期
限
　

２
月
15
日
（
日
）
必
着

▼
申
込･

問
合
先
　

〒
８
７
０‐

０
０
２

　

６
大
分
市
金
池
町
３‐

１‐

75

　

☎
０
９
７‐

５
３
８‐

０
３
９
９

　

事
故
や
急
病
の
と
き
に
役
立
つ
正
し
い

応
急
手
当
の
仕
方
を
学
び
ま
す
。
実
技
を

中
心
と
し
た
講
習
内
容
は
、
日
常
生
活
、

今月のお知らせまちの掲示板



地
域
、
職
場
、
学
校
等
で
す
ぐ
に
実
践
で

き
ま
す
。

▼
と
き
　

３
月
10
日
（
火
）
〜
12
日
（
木
）

　

９
時
〜
17
時

▼
と
こ
ろ
　

日
本
赤
十
字
社
大
分
県
支
部

　

３
階
会
議
室

▼
対
象
　

15
歳
以
上
の
方

▼
定
員
　

30
人

▼
内
容
　

救
急
法
概
論
、
心
肺
蘇
生
法
と

　

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
、
異
物
除
去
、
傷
の

　

手
当
、
骨
折
、
脱
臼
な
ど

▼
費
用
　

１
，５
０
０
円
（
教
材
費
な
ど
）

   ※

３
日
間
受
講
す
る
場
合
は
、
３
，
０
０
０
円

▼
申
込･

問
合
先
　

　

日
本
赤
十
字
社
大
分
県
支
部

　

☎
０
９
７‐

５
３
４‐

２
２
３
６

【
Ｐ
Ａ
Ｄ（
抹
消
血
管
疾
患
）に
つ
い
て
】 

▼
と
き
　

２
月
17
日（
火
）13
時
〜
14
時

【
笑
顔
で
す
ご
す
た
め
に

知
っ
て
ほ
し
い
緩
和
ケ
ア
】

▼
と
き
　

３
月
17
日
（
火
）
13
時
〜
14
時

＊
両
講
座
と
も
大
分
県
立
病
院
３
階
講
堂

　

で
開
催
。

＊
入
場
無
料
。

▼
問
合
先
　

大
分
県
立
病
院
☎
０
９
７‐
　

５
４
６‐

７
２
８
２

　

大
分
地
方
裁
判
所
で
は
、

次
の
と
お
り
法
廷
傍
聴
兼

説
明
会
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

▼
と
き　

２
月
10
日

　

（
火
）
・
２
月
24
日

　

（
火
）

　

10
時
〜
12
　

　

時
ま
で

▼
と
こ
ろ
　

大
分
地
方
裁

　

判
所
第
１
号
法
定

▼
内
容　

刑
事
裁
判
傍

　

聴
、担
当
裁
判
官
に
よ

　

る
説
明
、質
疑
応
答

▼
定
員
　

先
着
50
人

＊
審
理
の
事
情
で
予
定

　

時
間
や
内
容
が
変
更
に

　

な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、事
前

　

に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
当
日
は
、９
時
45
分
ま
で
に
直
接
１
号

　

法
廷
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
・
問
合
先
　

大
分
地
方
裁
判
所

　

☎
０
９
７‐

５
３
２‐

７
１
６
１

　

看
護
職
の
方
を
対
象
に
無
料
で
就
職
相

談
会
を
行
い
ま
す
。

▼
と
き
　

２
月
19
日
（
木
）

　

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
と
こ
ろ
　

別
府
市
役
所
４
Ｆ
２
会
議
室

▼
相
談
担
当
者
　

大
分
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ

　

ー
無
料
職
業
紹
介
事
業
担
当
者

▼
問
合
先
　

大
分
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
７‐

５
３
４‐

６
５
８
３

　

遺
言
書
、
内
容
証
明
、
建
設
業
許
可
、

成
年
後
見
相
談
、法
人
設
立
な
ど
の
相
談
。

▼
と
き
　

２
月
18
日（
水
）13
時
〜
16
時

▼
と
こ
ろ
　

大
分
県
行
政
書
士
会
　

　

大
分
県
住
宅
供
給
公
社
ビ
ル
３
階

▼
問
合
先
　

大
分
県
行
政
書
士
会
事
務
局

　

☎
０
９
７‐

５
３
７‐
７
０
８
９

　春、夏、秋、冬と四季にはそれぞれ思い
出す歌があります。
　今年は、四季の歌や心に残るなつかしい
歌を歌います。歌詞カードは準備しますの
で、みんなで大合唱しましょう。

●と　き　３月７日（土）10時～
●ところ　中央公民館ホール
●内　容　早春賦・嬉しい雛まつり・みか
　　　　　んの花咲く丘など２０数曲
●参加費　無料
●指　揮　堀　義孝　氏
●問合先　コールさざんか
　　　　　☎７３－０８５３

みんなで四季を歌う

まちの掲示板 今月のお知らせ

理事長



　

労
働
者
、
使
用
者
を
問
わ
ず
に
、
労
働

に
関
す
る
相
談
を
弁
護
士
、
社
会
保
険
労

務
士
、
行
政
機
関
が
受
け
ま
す
。

▼
相
談
内
容
　

賃
金
未
払
い
、
長
時
間
労

　

働
、
突
然
の
解
雇
、
セ
ク
ハ
ラ
な
ど

▼
と
き
　

２
月
20
日
（
金
）
13
時
〜
16
時

▼
と
こ
ろ
　

別
府
ニ
ュ
ー
ラ
イ
フ
プ
ラ
ザ

　

２
Ｆ
第
２
セ
ミ
ナ
ー
室

＊
電
話
に
よ
る
相
談
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▼
問
合
先
　

大
分
県
労
政
・
相
談
情
報
セ

　

ン
タ
ー
　

　

☎
０
９
７‐

５
３
２‐

３
０
４
０

▼
申
込
方
法
　

説
明
会
・
個
別
相
談
会
の

　

両
方
ま
た
は
い
ず
れ
か
、
団
体
名
、
参

　

加
者
名
、
連
絡
先
を
記
入
の
う
え
、
メ

　

ー
ル
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
し
込
ん
で
く

　

だ
さ
い
。

▼
締
め
切
り
　

３
月
５
日
（
木
）

▼
申
込
・
問
合
先
　

総
務
省
九
州
総
合
通

　

信
局
　

〒
８
６
０‐

８
７
９
５
熊
本
市

　

二
の
丸
１‐

４

　

☎
０
９
６‐

３
２
６‐

７
８
７
９
　
　

                

　

Ｅ
メ
ー
ルh-yuho@

rbt.soum
u.go.jp

　

こ
れ
は
人
権
問
題
で
は
な
い
だ
ろ
う
か

と
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
法
務

局
や
人
権
擁
護
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

親
子
、
夫
婦
、
扶
養
、
相
続
、
借
地
、

借
家
、
名
誉
、
信
用
、
差
別
、
虐
待
、
い

じ
め
、
体
罰
な
ど
の
人
権
問
題
の
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ

ま
す
。

▼
と
き
　

毎
週
月
曜
日
〜
金
曜
日
（
祝

　

日･

年
末
年
始
を
除
く
）
８
時
30
分
〜

　

17
時
15
分

▼
と
こ
ろ
　

大
分
地
方
法
務
局
杵
築
支
局

▼
相
談
員
　

法
務
局
職
員･

人
権
擁
護
委
員

▼
問
合
先
　

大
分
地
方
法
務
局
杵
築
支
局

　

☎
０
９
７
８‐

６
２‐

２
２
７
１

　

大
分
県
の
最
低
賃
金
は
時
間
額
６
３
０

円
で
す
。
こ
れ
は
、
大
分
県
下
の
全
て
の

労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

▼
問
合
先
　

大
分
労
働
基
準
監
督
署

　

☎
０
９
７‐

５
３
５‐

１
５
１
１

　

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
人
は
、
月

額
１
４
，
４
１
０
円
の
保
険
料
を
納
め
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
失
業
等
の
理
由
で
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
が
困
難
な
場
合
に
は
、
申
請

す
れ
ば
保
険
料
が
免
除
さ
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、
20
代
の
方
に
は
「
若
年
者
納
付

猶
予
制
度
」
、
学
生
の
方
に
は
「
学
生
納
付

特
例
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　

保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
に
せ
ず
、
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
先
　

住
民
課
年
金
係

　

☎
73‐

３
１
２
２

【
申
告
と
納
税
は
納
期
内
に
】

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
テ
レ
ビ
を
購

入
し
た
が
視
聴
で
き
な
い
、
共
同
受
信
施

設
の
改
修
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
な
ど
の

疑
問
に
お
答
え
す
る
た
め
、
テ
レ
ビ
受
信

障
害
共
同
受
信
施
設
や
マ
ン
シ
ョ
ン
等
の

集
合
住
宅
共
同
受
信
を
保
有
・
運
営
さ
れ

て
い
る
方
を
対
象
に
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
の

対
応
に
係
る
説
明
会
・
個
別
相
談
会
を
開

催
し
ま
す
。

▼
と
き
　

３
月
12
日
（
木
）
13
時
〜
16
時

○
説
明
会
　

13
時
〜

○
個
別
相
談
会
　

14
時
〜
16
時

▼
と
こ
ろ
　

大
分
文
化
会
館
第
２
小
ホ
ー
ル

▼
参
加
費
　

無
料
　

今月のお知らせまちの掲示板



▼
所
得
税
・
贈
与
税
　

３
月
16
日
（
月
）

▼
消
費
税
・
地
方
消
費
税
　

　

３
月
31
日
（
火
）

【
確
定
申
告
セ
ン
タ
ー
開
設
】

▼
期
間
　

２
月
16
日
（
月
）
〜
３
月
16
日

（
月
）
９
時
〜
16
時
　

土
・
日
は
除
く

▼
問
合
先
　

別
府
税
務
署

　

☎
23‐

２
１
１
１

　

経
済
産
業
省
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
で
は
、

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
す

る
個
人
へ
の
補
助
を
開
始
し
ま
し
た
。

▼
募
集
期
限
　

３
月
31
日
（
火
）
ま
で

▼
補
助
金
額
　

太
陽
電
池
出
力
１
kW
当

　

た
り
７
万
円

▼
対
象
者
　

自
ら
居
住
す
る
住
宅
に
シ
ス

　

テ
ム
を
設
置
す
る
個
人
で
、
電
灯
契
約

　

を
し
て
い
る
方

＊
対
象
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
は
、
お
問
い

　

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
・
問
合
先
　

（
財
）
大
分
県
建
築
住
宅
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
７‐

５
３
７‐

０
３
０
０

h
ttp
://w
w
w
6
.o
cn
.n
e.jp
/̃o
ita-kj/

　

労
働
保
険
料
等
の
申
告
・
納
付
手
続
き

が
６
月
１
日
〜
７
月
10
日
ま
で
に
変
更

に
な
り
ま
し
た
。

▼
問
合
先
　

　

大
分
労
働
局
総
務
部
労
働
保
険
徴
収
室

　

☎
０
９
７‐

５
３
６‐

７
０
９
５

【
パ
ー
ト
】

●
製
造
及
び
補
助
１
人
●
介
護
職
員
４
人

●
接
客
・
調
理
２
人
●
検
査
オ
ペ
レ
ー
タ

ー
１
人
●
成
形
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
１
人
●
看

護
師
１
人
●
事
務
員
２
人
●
夜
間
管
理
者

２
人
●
調
理
１
人
●
レ
ジ
業
務
２
人
●
清

掃
（
障
が
い
者
）
１
人
●
薬
剤
師
１
人

【
正
社
員
】

●
事
務
補
助
員
１
人
●
理
容
師
１
人
●
薬

剤
師
２
人
●
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
機
械

製
図
及
び
開
発
１
人
●
営
業
４
人
●
放
射

線
技
師
１
人
●
医
療
事
務
２
人
●
介
護
職

員
２
人
●
看
護
師
４
人
●
接
客
・
調
理
２

人
●
作
業
及
び
運
転
手
２
人
●
ル
ー
ト
営

業
３
人
●
解
体
作
業
員
３
人
●
清
掃
作
業

員
２
人
●
タ
ク
シ
ー
配
車
係
２
人
●
浄
化

槽
管
理
及
び
清
掃
業
務
２
人
●
作
業
療
法

士
１
人
●
工
務
社
員
１
人
●
現
場
補
助
４

人▼
問
合
先
　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
別
府
☎

23‐

８
６
０
９
　

日
出
町
商
工
観
光
課
☎

73‐

３
１
５
８

　15年ぶりの大分公演。
　ライガー･トラ・ライオンによる「猛獣ショ
ー」、地上15メートルの「空中大車輪」、キリ
ン・シマウマが演じる「サファリスペクタク
ル」、ロシアン空中アクロバットなど、見どこ
ろいっぱいです。

　10組20名様に抽選で平日招待券（日曜
・祝日は要500円）をプレゼントします。
●応募方法　ハガキに住所・氏名・電話番
　　　　　　号を記入のうえ、ご応募くだ
　　　　　　さい。
●締切　　　2月20日（金）必着
●応募先　〒879－1592 日出町2974番地１
　　　　　日出町役場総務課「サーカス招
　　　　　待券」係
＊招待券の発送をもって、当選発表に
　替えさせていただきます。

●期間　2月15日（日）～4月14日（火）
●場所　大分スポーツ公園
　　　　Ｈ駐車場特設会場
●開演時間
　・月～水 　　　①11時　②13時40分
　・金　　　　 　①13時　②15時40分
　・土・日・祝 　①10時20分　②13時　
　　　　　　　 　③15時40分
●休演日　毎週木曜日、2月18日（水）、
　　　　　3月18日（水）
●入場料
　・前売券　大人2,500円　子供1,500円
　・当日券　大人2,700円　子供1,700円
＊子どもは満３歳～中学３年生まで
●問合先　　
　木下大サーカス大分公演事務局　
　☎097－533－0045（2月10日まで）
　☎097－551－0045（2月11日から）

招待券プレゼント

まちの掲示板 今月のお知らせ



暘谷の恵み“おさかな談義”

その３　カワハギの話

　海の愛きょうものカワ
ハギは、元来亜熱帯性の魚
で、日本近海では黒潮の影
響をうける海域に多い。形
は薄いひし形。皮は細かな
ヤスリ状のうろこに被わ
れている。

　産卵期は6月下旬から8月。雄は10cm以上で成熟。浅
い沿岸にきて縄張りをつくり、繁殖を繰り返す。他の雄が近
寄ってくると互いににらみ合い、相手を追いかける。
　日本各地で獲れるので地方名が多い。大分ではハゲ、マル
ハゲと呼ぶが、ところによりバクチウチ(明石、岡山)、ス
ブタ(名古屋)、ロッポウ(玄海)などという。
　全長10cm以上になると外見で雄・雌の判別がつく。雄
は第2背びれの一部が長く伸びている。
　大分県では佐伯・臼杵湾で多く獲れ、釣りファンもたくさ
んいる。当たりが微妙で、全神経を集中することが肝心だ。
　大神深江漁港の朝市でも、アジ、イボダイ、タチウオに次
いで多くみられた。日出町の漁獲量は、県水産振興課資料に
よると、平成18年は漁獲量が17.3トン、漁獲金額が
1,100万円で、今や城下かれい、ナマコに次ぐ期待の魚種
となった。
　近年、都市部を中心に人気が急上昇し、価格も今や高級魚
の仲間入り。
　高いのも納得。カワハギはとても美味い魚である。煮付け
にすると肉も旨いし、肝臓も旨いが、肉を思い切り薄めに切
ってフグ刺しのように大きな皿に、切り身を一枚一枚広げる
ようにして盛り付け、カボス醤油で食べると実に旨い。
　新鮮なものはキモ酢で食べるのも最高である。

　チリ鍋にすると、カワハギはもちろんウマズラハギでも
フグに劣らぬほどうまい。初夏から夏を旬とする人もいる
が、あえて言うなら晩秋から冬にかけて身がしまって抜群の
美味。とくに肝は重宝にしたい。

　大神の朝市ならトロ
箱(5～6尾入り) 5 0 0
円程で手に入る。今の
うちならまだ安い。
　近縁種にウマズラハギ
があるが、顔が長くて馬
に似ているから名付けら
れたのだろうが、ユーモ
ラスな感じだ。こちらは
カワハギに比べて味はや
や劣り値も安い。

ハギの刺身

日
出
町
の
人
の
う
ご
き （　）内は前月比

      　内は今年４月１日比

人　 口 28,543 （ー 25） ＋ 120
　　　 男 13,697 （ー 18） ＋ 38
　　　 女 14,846 （ー 7） ＋ 82

世帯数 11,237 （ー 23） ＋ 83
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２月１日(日) 河 野 医 院 72－2302

　　８日(日) 真那井診療所 72－5270

　　11日(水) 酒 井 医 院 72－2624

　　15日(日) 日出児玉病院 72－2724

　　22日(日) 矢野小児科医院 72－1011

３月１日(日) 鈴 木 病 院 73－2131

　　８日(日) サンライズ酒井病院 72－2266

　　15日(日) 大石内科医院 72－2121

　　20日(金) 岡田内科クリニック 28－0101

　　22日(日) 日出児玉病院 72－2724

　　29日(日) 日出中央医院 72－2534

　　※診療時間　9:00～17:00
　　※発行後に変更になる場合があります。
　　　各医療機関や日出町健康増進課　
　　　73－3130にご確認ください。

２月の納税等　納期限　3月2日(月)
  固 定 資 産 税  ４　期
  国 民 健 康 保 険 税  ９　期
  介  護  保  険  料  ９　期
  後期高齢者医療保険料  ８　期
  上 下 水 道 料  ２月分

2月の主な行事

８日(土)

２２日(日)

2月14日(土)
～3月15日(日)

・大神地区ソフトバレーボール大会
　大神小中学校　
・藤原地区軽スポーツ大会
　藤原小・安養寺グラウンド

暘谷城下雛祭りin的山荘

日曜・祭日
在宅当番医
日曜・祭日
在宅当番医
日曜・祭日
在宅当番医
日曜・祭日
在宅当番医


